
今週
こんしゅう

の聖書
せいしょ

研究
けんきゅう

ガイドのポイント アドベンチスト聴覚
ちょうかく

しょうがい者
しゃ

友
とも

の会
かい

 

 

総
そう

 題
だい

 「聖
せい

書
しょ

の預
よ

言
げん

の学
まな

び方
かた

――暗
あん

示
じ

、比
ひ

喩
ゆ

、象
しょう

徴
ちょう

」 

 

第
だい

7
なな

課
か

  預
よ

言
げん

の基
き

礎
そ

（５
ご

月
がつ

１
じゅう

７
なな

日
にち

） 

小濱
こ はま

守
もり

宏
ひろ

 

 

１
いち

．安息
あんそく

日
にち

午後
ご ご

 

[暗
あん

唱
しょう

聖
せい

句
く

] 

そのとき、わたしは主
しゅ

の御
み

声
こえ

を聞
き

いた。「誰
だれ

を遣
つか

わすべきか。誰
だれ

が我
われ

々
われ

に代
か

わって行
い

くだろうか。」

わたしは言
い

った。「わたしがここにおります。わたしを遣
つか

わしてください。」 

（イザヤ 6
ろく

： 8
はち

、新
しん

共
きょう

同
どう

訳
やく

） 

今
こん

週
しゅう

は、 幻
まぼろし

や神
かみ

の言
こと

葉
ば

を預
あず

かった（預
よ

言
げん

）イザヤ、エゼキエル、モーセ、ヨハネたちから「神
かみ

の玉
ぎょく

座
ざ

の間
ま

」について学
まな

びます。 

 

２
に

．日
にち

曜
よう

日
び

：私
わたし

を遣
つか

わしてください 

イザヤが神
かみ

の御
み

座
ざ

の 幻
まぼろし

を見
み

た時
とき

、まるで暗
くら

い部
へ

屋
や

に光
ひかり

が当
あ

たり、汚
よご

れがはっきり見
み

える時
とき

の

様
よう

に自
じ

分
ぶん

の罪
つみ

や欠
けっ

点
てん

がはっきりと見
み

えてしまいました。イザヤは悲
かな

しい気
き

持
も

ちになり叫
さけ

びます。 

イザヤ 6
ろく

：5
ご

「災
わざわ

いだ。わたしは滅
ほろ

ぼされる。わたしは汚
よご

れた 唇
くちびる

の者
もの

・・・」と。 幻
まぼろし

は続
つづ

き

ます。セラフ（天
てん

使
し

）は玉
ぎょく

座
ざ

の間
ま

、天
てん

の聖
せい

所
じょ

にある祭
さい

壇
だん

から炭
すみ

火
び

をとり、イザヤの 唇
くちびる

につけま

した。その時
とき

、イザヤは、罪
つみ

を赦
ゆる

されました。なんと素
す

晴
ば

らしいことでしょう。イザヤの 唇
くちびる

を通
とお

して「わたしがここにおります。わたしを遣
つか

わしてください。」と神
かみ

に伝
つた

えたのです。 

質
しつ

問
もん

：イザヤと同
おな

じように自
じ

分
ぶん

の罪
つみ

に気
き

づくにはどうしたらよいでしょうか。 

 

３
さん

．月
げつ

曜
よう

日
び

：2
ふ

人
たり

のケルビム（天
てん

使
し

） 

創
そう

世
せい

記
き

3
さん

: 2
にじゅう

4
よん

「こうしてアダムを追
つい

放
ほう

し、命
いのち

の木
き

に至
いた

る道
みち

を守
まも

るために、エデンの園
その

の東
ひがし

にケルビムと、きらめく剣
つるぎ

の炎
ほのお

を置
お

かれた。」ヘビの言
こと

葉
ば

を信
しん

じて神
かみ

との約
やく

束
そく

を破
やぶ

り神
かみ

から離
はな

れ

たという罪
つみ

を犯
おか

した人
ひと

が命
いのち

の木
き

の実
み

を食
た

べないように見
み

張
は

り番
ばん

として 2
ふた

人
り

のケルビム（天
てん

使
し

）が

置
お

かれました。ケルビム（天
てん

使
し

）は神
しん

聖
せい

な場
ば

所
しょ

を守
まも

る役
やく

割
わり

を持
も

っていました。なぜ、守
まも

るのでしょ

うか。それは、大
たい

切
せつ

な場
ば

所
しょ

だからです。大
たい

切
せつ

な場
ば

所
しょ

で何
なに

をするのでしょうか？ 礼
れい

拝
はい

です。礼
れい

拝
はい

は、

私
わたし

たちにとってとても大
たい

切
せつ

なのです。 



質
しつ

問
もん

：改
あらた

めて礼
れい

拝
はい

の意
い

味
み

を考
かんが

えてみましょう。 

 

 

４
よん

．火
か

曜
よう

日
び

：燃
も

える炭
すみ

火
び

のように 

神
かみ

が臨
りん

在
ざい

される（いる）場
ば

所
しょ

、契
けい

約
やく

の箱
はこ

（玉
ぎょく

座
ざ

）とケルビ

ム（天
てん

使
し

）について、出
しゅつ

エジプト 2
にじゅう

5
ご

章
しょう

ではこのように説
せつ

明
めい

しています。 1
じゅう

7
なな

節
せつ

「・・ 贖
あがな

いの座
ざ

を 純
じゅん

金
きん

で作
つく

りなさ

い。・・」 1
じゅう

8
はっ

節
せつ

「・・ケルビムを贖
あがな

いの座
ざ

の一
いち

部
ぶ

としてそ

の両
りょう

端
たん

に作
つく

」り、とあります。また、神
かみ

様
さま

はエゼキエル、イ

ザヤ、ヨハネに炭
すみ

火
び

やケルビム（天
てん

使
し

）、そして4
よ

つの生
い

き物
もの

の 幻
まぼろし

を見
み

せました。それぞれ、違
ちが

っ

た 幻
まぼろし

に見
み

えますがどの 幻
まぼろし

も神
かみ

の臨
りん

在
ざい

（神
かみ

がいること）とケルビム（天
てん

使
し

）が登
とう

場
じょう

します。ケ

ルビム（天
てん

使
し

）は炭
すみ

火
び

を使
つか

います。炭
すみ

火
び

を 唇
くちびる

に付
つ

けられたイザヤは嘆
なげ

き、悔
く

い改
あらた

めの告
こく

白
はく

をし

ました。 

質
しつ

問
もん

：皆
みな

さんは、炭
すみ

火
び

が必
ひつ

要
よう

ですか？ 

 

５
ご

．水
すい

曜
よう

日
び

：ご自
じ

分
ぶん

の民
たみ

の中
なか

におられる神
かみ

 

出
しゅつ

エジプトの 4
よん

0
じゅう

年
ねん

の荒
あら

野
の

の旅
たび

で神
かみ

はい

つもイスラエルの民
たみ

と一
いっ

緒
しょ

にいてくださいま

した。人
ひと

が目
め

で見
み

て確
かく

認
にん

するために幕
まく

屋
や

を作
つく

る

ように命
めい

じました。その周
まわ

りにエゼキエルが

幻
まぼろし

で見
み

た4
よ

つの生
い

き物
もの

と同
おな

じような印
いん

が民
みん

数
すう

記
き

2
に

章
しょう

にでてきます。 

神
かみ

は、大
たい

切
せつ

な真
しん

理
り

（神
かみ

様
さま

のお考
かんが

え）をいろい

ろな方
ほう

法
ほう

や手
しゅ

段
だん

を使
つか

って私
わたし

たちに伝
つた

えます。

大
たい

切
せつ

なこととは、神
かみ

が私
わたし

たちを玉
ぎょく

座
ざ

に近
ちか

づけ

ようとしておられるということです。 

 

６
ろく

．木
もく

曜
よう

日
び

：ルシファーの堕
だ

落
らく

 

悪
あく

魔
ま

になったルシファーは、昔
むかし

ケルブ（天
てん

使
し

）という立
たち

場
ば

にいました。エゼキエル 2
にじゅう

8
はち

: 1
じゅう

4
よん

「わたしはお前
まえ

を／翼
つばさ

を広
ひろ

げて覆
おお

うケルブとして造
つく

った。・・」と書
か

いてある通
とお

りです。神
かみ

の玉
ぎょく

座
ざ

の隣
とな

りにいる高
たか

い身
み

分
ぶん

でした。しかし、ルシファーは、神
かみ

の栄
えい

光
こう

を表
あらわ

すのではなく、自
じ

分
ぶん

の凄
すご

さを示
しめ

したくなりました。自
じ

分
ぶん

は、神
かみ

よりも褒
ほ

められる存
そん

在
ざい

だという悪
わる

い思
おも

いが心
こころ

からわき上
あ

が

ってしまったのです。 



質
しつ

問
もん

：皆
みな

さんは、相
あい

手
て

をひどい目
め

に合
あ

わせて思
おも

い知
し

らせたいという気持
き も

ちになったことがあります

か？ 

ルシファーと同
おな

じようにうらやましいという思
おも

いに支
し

配
はい

されたことはありますか？ 

 

７．金曜日
きんようび

：さらなる研究
けんきゅう

 

神
かみ

は、ルシファーをすぐに滅
ほろ

ぼすことはしませんでした。なぜなら「 私
わたくし

ルシファーは神様
かみさま

より

偉
えら

い」という自己
じ こ

中心的
ちゅうしんてき

な思
おも

いが生
う

み出
だ

す罪
つみ

の悲惨
ひ さ ん

さ（悲
かな

しくて苦
くる

しむこと）を示
しめ

す（理解
り か い

させ

る）ためでした。 

私
わたし

たちもルシファーと同
おな

じ妬
ねた

みを持
も

っている者
もの

です。しかし、私
わたし

たちがルシファーと違
ちが

うのは、

罪
つみ

を認
みと

め神
かみ

の贖
あがな

い（福音
ふくいん

）を受
う

け入
い

れる事
こと

ができることです。福音
ふくいん

によって救
すく

われることです。 

神
かみ

は、預言
よ げ ん

、 幻
まぼろし

が書
か

かれている聖書
せいしょ

を通
とお

して、罪深
つみぶか

い私
わたし

たち（私自身
わたしじしん

）を玉座
ぎょくざ

の間
あいだ

に招
まね

いて

います。神
かみ

の大
おお

きな恵
めぐ

みに気づきます。礼拝
れいはい

は、心
こころ

から湧
わ

き出
で

る喜
よろこ

びと感謝
かんしゃ

を表現
ひょうげん

できる最高
さいこう

の時
とき

です。礼拝
れいはい

は、私
わたし

たちの心
こころ

が妬
ねた

みと悲
かな

しみでいっぱいの心
こころ

をすぐに喜
よろこ

びに変えてくれます。

私
わたし

たちは、黙示録
もくしろく

14:6のような人「・・※永遠
えいえん

の福音
ふくいん

を携
たずさ

え」る者
もの

です。 

※永遠
えいえん

の福音
ふくいん

を携
たずさ

える：自己
じ こ

中心的
ちゅうしんてき

な私
わたし

たちの心
こころ

を清
きよ

めて永遠
えいえん

の命
いのち

を与
あた

えられる喜
よろこ

びを広
ひろ

める 

 


